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論文内容要旨
               研究目的
 聴神経腫瘍の治療において, 近年ガンマナイフはその重要性を増してきている。 ガンマナイフ
 治療の効果は神経画像検査, 特に MRI によって評価される。 本研究の目的は聴神経腫瘍患者の
 ガンマナイフ治療後の経時的 MRI を解析 し, 治療後の患者管理に有用な情報を得ることである。
               研究結果
 【対象】
 ガンマナイフ治療を施行 した一側性の聴神経腫瘍 86 例のうち MRI による経過観察行われた
 78例が対象。 性別は男性 27名, 女性 51 名。 年齢は23 歳から79 歳 (平均 57 歳)。 23 例 (29%)
 は摘出術の既往があり, 腫瘍体積は0・2m1 から 20.1m1 (平均 6.Oml) であった。
 【方法】
 ガンマナイフ治療は標準的な方法にて行った。 腫瘍辺縁線量は 10Gy から17Gy (平均 13.3Gy),
 最大線量は 11.1Gy から40Gy (平均 26.4Gy) を用いた。
 MRI による追跡調査は原則として, 治療後1年目は3ケ月, 6ケ月, 12 ケ月後に, 2年目は
 6ケ月毎に, 3年目以降は1年毎に行い, 軸位断, 冠状断造影Tl 強調画像, 軸位断 丁2 強調画
 像を撮影した。
 1症例あたり 5.6 回 (計 341 回) の MRI が施行された。 追跡 MRI が施行された 78 例におい
 て, 治療時と最終 MRI 時の腫瘍体積とを比較して腫瘍制御率を求めた。 また複数回の追跡 MRI
 が施行された61例 (78%) において, 各MRI での腫瘍体積の変化, 腫瘍造影の変化, T2 強調
 画像 における腫瘍周 囲脳組織 の高信号領域出現の評価 を行った。
 【結果】
 最終MRI は治療後 10-63 ケ月後 (平均 34 ケ月) に施行された。 腫瘍体積の経時的変化には
 以下のパターンが認められた。 1) 一時的増大 (41%), 2) 無変化または持続的縮小 (34%),
 3) 縮小と増大を繰り返 す (13%), 4) 持続的増大 (12%)。 一時的増大 は治療後2年以内に生
 じた。 腫瘍体積や腫瘍の性状に関係なく治療効果は認められたが, 嚢胞成分を有した腫瘍は体積
 の変動が大きかった。
 腫瘍造影の変化には以下のパターンが認められた。 1) 一時的な腫瘍造影低下 (84%), 2)
 持続的な腫瘍造影の増強 (5%), 3) 無変化 (11%)。 腫瘍体積変化のパターンと腫瘍造影変化
 のパター ンの問には有意な関連 は認め られなかっ た。
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 腫瘍の一時的増大は以前より報告され, 例外的な現象と考えられていたが, 今回半数近くの症
 例に認められたことより, ごく 普通に起こる現象であることが示された。 したがって治療から2




 のと考えられていた。 しか しなが ら, 腫瘍造影の低下を示 しっっ持続的に増大する症例もあり,
 必ずしも腫瘍縮小を予見させるものではないと考え られた。
             研究の意義・独創的な点
 聴神経腫瘍に対するガンマナイフ治療後の経時的な MRI 所見の変化に関する報告は散見され
 るが, いずれも少数例の検討か観察回数が少ないものである。 本研究は, 治療後に比較的短い間
 隔に繰り返 し施行された MRI を詳細に検討することによ り, これまで判然と しなかったガンマ
 ナイ フ治療後の経時的変化を明 らかにした。
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 審査結果の要旨
 近年, ガンマナイフ治療が施行される聴神経腫瘍症例は増加 してきている。 放射線による腫瘍
 の制御を目的としたこの方法では, 腫瘍を摘出してしまう手術療法より一層, MRI を中心とし
 た経時的な神経画像検査の重要性が高いと考えられる。 本研究は, 比較的多数の症例で間隔を密
 に経過観察を行っていることが特徴であり, その結果, 治療後ダイナミックに変化する腫瘍の様
 子がとらえ られている。 詳細な分析の結果と してこれま で報告されていなかった重要な幾つかの
 事実が明らかにされている。
 特に1) 腫瘍体積の経時的変化には一時的増大, 無変化または持続的縮小, 縮小と増大を繰り
 返す, 持続的増大の4つのパターンがあ り, 一時的増大は半数近くの症例で観察されること。
 2) 一時的増大は治療後2年以内に生 じ, 3年目ゑ降の変化は少ないこ と。 3) また腫瘍性状に関
 係なく治療効果は得られるが, 嚢胞成分を有する場合は腫瘍体積の変動が大きく予測が難 しいこ
 と。 4) 腫瘍造影の低下が腫瘍の縮小と有為な相関を認めなかったこと。 5) 腫瘍周囲の T2 強調
 画像における高信号領域出現はかなり高頻度であるものの, 殆どが一過性であることなどは貴重
 な情報である と考え られ る。
 これらの情報は実際の臨床の場で, 経過観察の間隔をどの程度にするべきか, ある時期にある
 所見を見たときにはどの様に対処すべきか, な ど患者の管理に非常に有益な指針となると思われ
 る。 また基礎的な観点からは, 今後, ガンマナイフ後の聴神経腫瘍の縮小の機構の解明に繋がる
 情報でもあると考える。
 聴神経腫瘍に対するガンマナイフ治療後の MRI 所見に関 して, 本研究のように多数の症例で
 連続的に変化をみた研究は類例を見ず, この分野の臨床面および研究面における指針と して価値
 ある もの と考え られ る。
 以上, 本論文は学位に値するものと考える。
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